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賛
成
討
論

一
般
会
計
総
額
は
４
３
８
億
円

一
般
会
計
総
額
は
４
３
８
億
円
にに

反
対
討
論

　
平平
成成
　
年
第
３
回
花
巻
市
議
会（
９
月
定
例
会

年
第
３
回
花
巻
市
議
会（
９
月
定
例
会
））

2525

は
、９
月
６
日
に
招
集
さ
れ

は
、９
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、、　
日
ま
で
開
か
れ
ま

日
ま
で
開
か
れ
ま

3030

し
た
。本
定
例
会
で
は
、平

し
た
。本
定
例
会
で
は
、平
成成
　
年
度
各
会
計
決
算

年
度
各
会
計
決
算

2424

の
ほ
か
、平

の
ほ
か
、平
成成
　
年
度
花
巻
市
一
般
会
計
補
正

年
度
花
巻
市
一
般
会
計
補
正
予予

2525

算
、花
巻
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
長
期
ビ
ジ

算
、花
巻
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
長
期
ビ
ジ
ョョ

ン
の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

ン
の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
てて

な
ど
の
市
長
提
出
案
件
の
ほ
か
、議
員
発
議
に

な
ど
の
市
長
提
出
案
件
の
ほ
か
、議
員
発
議
に
よよ

る「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
脱
退
を
強
く
求

る「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
か
ら
の
即
時
脱
退
を
強
く
求
めめ

る
意
見
書
」

る
意
見
書
」のの
審
議
を
行
い
、す
べ
て
の
議
案
を

審
議
を
行
い
、す
べ
て
の
議
案
を
原原

案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。ま
た

案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。ま
た
、、　
人人
1212

の
議
員
が
登
壇
し
、市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問

の
議
員
が
登
壇
し
、市
政
に
つ
い
て
一
般
質
問
をを

行
い
ま
し
た

行
い
ま
し
た
。。

【
櫻
井
　
肇
　
議
員
】

　
一
般
会
計
決
算
は
、子
ど

も
手
当
支
給
減
の
ほ
か
、扶

養
控
除
と
特
定
扶
養
控
除
の

廃
止
は
子
育
て
世
代
を
直
撃

し
て
い
る
。市
職
員
の
　
人
30

削
減
に
も
反
対
で
あ
る
。国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

は
、加
入
者
の
税
負
担
軽
減

の
努
力
は
評
価
す
る
が
国
の

制
度
に
欠
陥
が
あ
り
、重
す

ぎ
る
税
負
担
で
あ
る
。後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
制
度

は
、年
齢
に
よ
る
差
別
で
あ

り
、廃
止
さ
れ
る
べ
き
制
度

で
あ
る
。介
護
保
険
特
別
会

計
は
、介
護
保
険
料
の
引
き

上
げ
が
あ
り
反
対
す
る
。

【
板
垣
　
武
美
　
議
員
】

　
地
方
分
権
改
革
へ
の
着
実

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
中
、

本
市
も「
地
方
政
府
合
衆
市
」

を
掲
げ
る
な
ど
し
て
い
る
が
、

本
決
算
を
通
じ
市
当
局
の
法

令
解
釈
力
、政
策
形
成
力
、行

政
経
営
力
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
意
識
等
の
実
情
に
つ
い

て
検
証
し
た
が
、い
ず
れ
も

及
第
点
に
は
未
達
の
評
価
で

あ
る
。全
体
的
に
、費
用
対
効

果
の
意
識
が
極
め
て
薄
く
、

税
を
原
資
と
す
る
事
務
事
業

で
あ
る
と
い
う
自
覚
が
感
じ

ら
れ
な
い
。よ
っ
て
、一
般
会

計
に
つ
い
て
不
認
定
と
す
る
。

目
標
は
達
成
さ
れ
て
お
り
評

価
す
る
。ま
た
、自
主
財
源
確

保
に
努
め
市
債
の
発
行
を
抑

制
す
る
な
ど
、そ
の
成
果
は

地
方
債
残
高
減
少
や
実
質
公

債
費
比
率
の
低
下
と
し
て
表

れ
て
い
る
。今
回
出
さ
れ
た

意
見
や
指
摘
事
項
を
十
分
考

慮
し
、今
後
の
政
策
推
進
に

当
た
る
こ
と
を
強
く
望
み
賛

成
す
る
。

【
小
原
　
茂
明
　
議
員
】　

　
介
護
保
険
料
は
、計
画
の

平成２４年度決算

歳出総額６９６億円を認歳出総額６９６億円を認定定

　
８
つ
の
特
別
会
計
の
歳

８
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入入

決
算
額
は
２
６
６
億
６
０

決
算
額
は
２
６
６
億
６
０
７７

万
５
４
９
９
円
、歳
出
決

万
５
４
９
９
円
、歳
出
決
算算

額
が
２
５
８
億
８
８
７
４

額
が
２
５
８
億
８
８
７
４
万万

４
４
１
４
円
。上
水
道
事

４
４
１
４
円
。上
水
道
事
業業

会
計
の
収
益
的
収
支
に
お

会
計
の
収
益
的
収
支
に
お
けけ

る
収
入
額
は

億
５
２
６

る
収
入
額
は
　
億
５
２
６
７７

2121

万
２
３
８
円
、支
出
額
が

万
２
３
８
円
、支
出
額
が
　2222

億
３
５
４
２
万
５
６
１
２
円

億
３
５
４
２
万
５
６
１
２
円
。。

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収

資
本
的
収
支
に
お
け
る
収
入入

額
は
９
億
１
５
９
９
万
７

額
は
９
億
１
５
９
９
万
７
１１

８
３
円
、支
出
額
が

億

８
３
円
、支
出
額
が
　
億
５５

1818

５
２
８
万
４
６
５
３
円
と

５
２
８
万
４
６
５
３
円
と
なな

り
ま
し
た

り
ま
し
た
。。

一
般
会
計
と
各
特
別
会

　
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計計

歳
出
歳
出
のの
詳
し
い
金
額
に
つ

詳
し
い
金
額
に
つ
いい

【
鎌
田
　
幸
也
　
議
員
】　

　
一
般
会
計
の
各
事
業
に
お

い
て
、課
題
や
成
果
向
上
の

余
地
は
あ
る
が
、お
お
む
ね

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す

て
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。。

な
お
、決
算
特
別
委
員

　
な
お
、決
算
特
別
委
員
会会

に
お
け
る
主
な
質
疑
の
内

に
お
け
る
主
な
質
疑
の
内
容容

は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー

は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジジ

に
掲
載
し
て
い
ま

に
掲
載
し
て
い
ま
すす
。。

段
階
で
は
、月
額
５
千
円
を

超
え
る
見
込
み
だ
っ
た
が
、

基
金
の
取
り
崩
し
に
よ
る
軽

減
を
図
り
４
８
５
９
円
に
設

定
し
た
。過
去
３
年
分
と
比

較
し
て
も
、充
当
率
が
均
衡

し
て
い
る
と
評
価
す
る
。ま

た
、介
護
保
険
料
と
介
護

サ
ー
ビ
ス
給
付
の
適
正
で
円

滑
な
運
営
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
持
続
可
能
な
保
険

制
度
と
し
て
堅
持
さ
れ
る
と

認
識
し
賛
成
す
る
。

歳出決算額会　　計　　名

４３８億　５３１万７２６０円　一　般　会　計

９８億６０６５万７５７２円国 民 健 康 保 険

特別会計

１７億２８３８万１２８４円後 期 高 齢 者 医 療

８７億２８７１万３５９９円介 護 保 険

３億３１８８万１５９７円老 人 保 健 施 設 事 業

５８５４万９８９０円公 設 地 方 卸 売 市 場 事 業

３８億７９７６万２６３８円下 水 道 事 業

１３億　　７９万７８３４円農業集落排水等汚水処理事業

２５８億８８７４万４４１４円　 　   小　　　　計
６９６億９４０６万１６７４円       　 合　　　　計

会計別の決算額（歳出会計別の決算額（歳出））
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岩
手
中
部
水
道
企

岩
手
中
部
水
道
企
業業

団
の
設
置
の
協

団
の
設
置
の
協
議議

岩
手
中
部
水
道
企

岩
手
中
部
水
道
企
業業

団
の
設
置
の
協

団
の
設
置
の
協
議議

校
舎
改
築
事
業
費
４
８
３
５

万
円
等
、歳
入
歳
出
予
算
に

そ
れ
ぞ
れ
９
億
８
７
６
万
円

を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

　
第
４
号
補
正
は
、農
林
施

設
災
害
復
旧
費
１
億
６
０
５

３
万
円
、公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
３
億
４
０
０
万
円

な
ど
、歳
入
歳
出
予
算
そ
れ

ぞ
れ
４
億
６
６
２
６
万
円
を

追
加
し
、一
般
会
計
総
額
４

４
３
億
７
８
５
７
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　
億
７
５
０
２
万
円
を
追

億
７
５
０
２
万
円
を
追
加加

1313一
般
会
計
総
額
は
４
４
３
億
円
に

補正
予算

　
平
成
　
年
度
花
巻
市
一
般

25

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
・
第

４
号
）に
つ
い
て
、原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
第
３
号
補
正
は
、ま
ち
づ

く
り
基
金
積
立
金
５
億
５
１

１
万
円
、保
育
士
等
処
遇
改

善
特
例
事
業
費
補
助
金
３
３

５
０
万
円
、産
地
競
争
力
強

化
支
援
事
業
補
助
金
２
億
３

５
９
４
万
円
、太
田
橋
等
橋

梁
整
備
事
業
費
７
千
万
円
、

湯
口
中
学
校
、大
迫
中
学
校

花
巻
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計

花
巻
市
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画画

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

　
　
　
　
　
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定定

市
税
条
例
の
一

市
税
条
例
の
一
部部

改改
正正

【
照
井
　
明
子
　
議
員
】

　
現
行
は
上
場
株
式
等
の
譲

地
方
税
法
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
にに

伴
う
所
要
の
改
正
で
す

伴
う
所
要
の
改
正
で
す
。。

反
対
討
論

地
方
税
法
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
にに

伴
う
所
要
の
改
正
で
す

伴
う
所
要
の
改
正
で
す
。。

反
対
討
論

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険
税税

条
例
の
一
部
改

条
例
の
一
部
改
正正

【
櫻
井
　
肇
　
議
員
】

　
本
条
例
案
は
、株
式
等
に

係
る
譲
渡
所
得
の
分
離
課
税

と
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡

所
得
分
の
分
離
課
税
に
改
組

す
る
こ
と
で
高
額
所
得
者
優

遇
と
な
る
た
め
反
対
す
る
。

花
巻
市
介
護
老
人
保
健

　
花
巻
市
介
護
老
人
保
健
施施

設
華
の
苑
、花
巻
市
華
の

設
華
の
苑
、花
巻
市
華
の
苑苑

指
定
居
宅
介
護
支
援
セ

指
定
居
宅
介
護
支
援
セ
ンン

タ
ー
の
管
理
を
指
定
管
理

タ
ー
の
管
理
を
指
定
管
理
者者

反
対
討
論

介
護
老
人
保
健
施

介
護
老
人
保
健
施
設設

条
例
、華
の
苑
介

条
例
、華
の
苑
介
護護

支
援
セ
ン
タ
ー
条

支
援
セ
ン
タ
ー
条
例例

の
一
部
改

の
一
部
改
正正

【
櫻
井
　
肇
　
議
員
】

　
福
祉
部
門
で
の
施
設
運
営

の
指
定
管
理
は
な
じ
ま
な
い
。

旧
東
和
町
の
自
治
体
直
営
で

の
老
健
施
設
は
誇
っ
て
い
い
。

財
政
問
題
が
先
に
あ
り
き
の

福
祉
行
政
で
は
い
け
な
い
。

県
立
東
和
病
院
と
の
連
携
に

つ
い
て
民
間
運
営
で
今
の
ま

ま
の
良
好
な
関
係
が
継
続
さ

れ
る
保
証
が
な
い
。国
に
よ

る
介
護
保
険
制
度
の
後
退
が

施
設
運
営
の
悪
化
を
招
い
て

い
る
。よ
っ
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論

【
小
原
　
雅
道
　
議
員
】

　
こ
れ
ま
で
の
運
営
は
当
局

を
は
じ
め
職
員
や
ス
タ
ッ
フ

の
努
力
も
あ
り
、良
好
に
推

移
し
て
き
た
が
、新
た
に
創

設
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
等
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、早

晩
、医
療
法
人
の
手
助
け
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。全
面

的
な
民
間
移
行
で
は
な
く
指

定
管
理
を
選
択
し
た
こ
と
は
、

施
設
設
置
の
当
初
目
的
を
今

後
も
維
持
し
て
い
く
最
善
の

方
策
と
考
え
賛
成
す
る
。

こ
れ
は
、花
巻
市
ま
ち

　
こ
れ
は
、花
巻
市
ま
ち
づづ

く
り
総
合
計
画
長
期
ビ
ジ

く
り
総
合
計
画
長
期
ビ
ジ
ョョ

ン
の
策
定
に
関
し
、議
会

ン
の
策
定
に
関
し
、議
会
のの

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。。

岩
手
中
部
広
域
水
道
企

　
岩
手
中
部
広
域
水
道
企
業業

団
水
道
用
水
供
給
事
業
、

団
水
道
用
水
供
給
事
業
、北北

上
市
、花
巻
市
、紫
波
町
の

上
市
、花
巻
市
、紫
波
町
の
水水

道
事
業
を
統
合
、そ
の
経

道
事
業
を
統
合
、そ
の
経
営営

事
務
を
共
同
処
理
す
る
岩

事
務
を
共
同
処
理
す
る
岩
手手

中
部
水
道
企
業
団
の
設
置

中
部
水
道
企
業
団
の
設
置
にに

関
し
、関
係
市
町
と
協
議

関
し
、関
係
市
町
と
協
議
すす

る
た
め
議
会
の
議
決
を
求

る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
めめ

る
も
の
で
す

る
も
の
で
す
。。

反
対
討
論

賛
成
討
論

【
照
井
　
明
子
　
議
員
】

　
市
民
と
市
か
ら
水
道
事
業

を
遠
ざ
け
、市
民
の
要
求
が

反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ

る
。事
務
所
を
花
巻
市
交
流

会
館
内
に
置
く
が
、水
源
は

入
畑
ダ
ム
で
あ
り
、拠
点
施

設
の
あ
る
北
上
市
へ
の
設
置

が
最
善
で
あ
り
反
対
す
る
。

【
松
田
　
昇
　
議
員
】

　
中
部
地
域
の
水
道
施
設
の

最
適
化
を
実
現
し
、利
用
者

に
安
心
安
全
な
水
を
継
続
供

給
す
る
た
め
に
は
水
道
施
設

の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、統

合
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
た
事
業
運
営
が

必
要
と
考
え
、賛
成
す
る
。

【
板
垣
　
武
美
　
議
員
】

　
議
会
は
、い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
慎
重
に
検
討
す
る
こ

と
が
重
大
な
責
務
で
あ
り
、

財
政
面
で
実
現
可
能
か
ど
う

か
判
断
す
る
材
料
が
必
要
で

あ
る
。主
要
事
業
と
中
期
的

な
財
政
収
支
を
明
示
し
た
計

画
と
と
も
に
再
提
案
す
べ
き

こ
と
を
勧
告
し
て
反
対
す
る
。

【
増
子
　
義
久
　
議
員
】

　
総
合
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た

将
来
都
市
像「
イ
ー
ハ
ト
ー

ブ
は
な
ま
き
」は
輪
郭
が
定

ま
っ
て
い
る
と
言
い
難
い
。

こ
れ
ま
で
賢
治
精
神
と
は
真

逆
の
施
策
が
行
わ
れ
た
。

「
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
は
な
ま
き
」

を
将
来
都
市
像
に
掲
げ
る
の

は
不
適
切
で
あ
り
反
対
す
る
。

【
櫻
井
　
肇
　
議
員
】

　
市
民
会
議
の
提
言
を
受
け

策
定
さ
れ
た
本
総
合
計
画
は
、

抽
象
的
な
願
望
と
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
羅
列
に
終
わ
っ
て
い
る
。

減
少
す
る
人
口
の
も
と
で
交

流
人
口
の
み
で
は
な
く
定
着

人
口
を
目
指
す
こ
と
を
正
面

に
す
え
た
計
画
と
す
べ
き
で

あ
り
反
対
す
る
。

【
佐
藤
　
忠
男
　
議
員
】

　
計
画
策
定
に
当
た
り
、市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
、市
政
懇
談

会
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
と

の
協
議
等
の
市
民
参
画
手
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
た
。長
期

ビ
ジ
ョ
ン
は
、基
本
的
な
方

向
を
示
す
も
の
で
あ
り
中
期

プ
ラ
ン
の
構
成
改
善
が
カ
ギ

を
握
る
。環
境
の
変
化
に
応

じ
た
総
合
計
画
の
見
直
し
は

当
然
で
あ
り
、新
鮮
さ
を
保

つ
意
味
で
も
こ
の
計
画
は
最

適
で
あ
る
た
め
賛
成
と
す
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

渡
損
を
配
当
と
通
算
し
減
税

で
き
る
が
、改
正
に
よ
り
公

社
債
や
公
社
債
投
資
の
利

子
・
配
当
も
通
算
で
き
る
も

の
で
、金
持
ち
減
税
の
範
囲

拡
大
に
な
る
。税
は
応
能
負

担
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
り
、

富
裕
層
の
税
負
担
優
遇
は
格

差
拡
大
と
な
り
反
対
す
る
。

に
行
わ
せ
る
た
め
、所
要

に
行
わ
せ
る
た
め
、所
要
のの

改
正
を
す
る
も
の
で
す

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。。


